
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[04_05]九州大学大型計算機センター広報表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/1467989

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 4 (5), 1971-10-15. 九州大学大型計算機センター
バージョン：
権利関係：



随 想

九州大学大型計算機センター業務委員会

委員長 加 納 省 吾

最近 は、情 報産 業 とか情 報化 社会な ど と云 う言葉が よ く使 われ るよ うにな ったが 、 これは全 く電子

計 算機 の発達に よる ものであ ろ う。科学計 算 とデー タ処理か ら出発 した電 子計算機 も、い までは 自動

制御 、ハ ター ン認識 、 グラフ ィッ ク・デ ィスプ レイ等、ひろ く情 報の 処理 を担 うように なって きた。そ

の うちに 人間の もってい る情 報処理 機能 は、ほ とん ど電子 計算機が代 行す るよ うにな るの ではないか

とさえ思われ る。これか らの 発展が どん な形 をとるかは全 然見当 もつか ないけれ ども、現在 各地に ある

大学 の 大型計 算機 セ ンターが 、 これか らの情 報処理 のあ り方 につ いて大 きな役割 を もって いる よ うな

気がす る.

人間 の もってい る創造能 力 を電子 計算機に あたえるこ とが できるか何 うか は、むつか しい問題で あ

るが 、電子 計算機に よる作曲 とかデザ イン等はや は り情 報 の処理 であ り、人間に よる創造 とは違 うと

思 う。 人間の創造 活動 が一体 どん な もの なのか と云 う疑問 を解 くこ とは 、この ような人間の機能 を一

つ づ つ機 械 に代 行 させ て い った とき、 あ とに何 が残るか と云 うこ とにな りそ うである。 もっ ともそ

の過程 で後に残 る もの も少 しずつ変 って ゆ くであろ うか ら、い ま考 えてい るもの とは違 う ものに な る

か もしれない。

一方
、 どん な生物 で も、生存の ため必要 な適 応性 を得 るため の学習能 力 をもっている。その程度 は

生物の 種類に よって弟 があ るが 、 人間 では特 に 重要な能力 である。普通 は学 習 と云 うと、つめ こみ主

義の模倣学 習の よ うな もの を思 い出すが 、本 当は創造性 を豊かにす る ものが望 まれてい るの であるか

ら、創 造は学習の一 っの表われ ではな いか と思 う。 この よ うに見 る と、 人間の もつ情報 処理能 力 も学

習の一 つの表われ であ り、将来 開発 され る電 子計算機 もこの意 味で 、人間の学 習機能 を助 長す る もの

であ ってほ しい。 それ で こそ人間の情報処理 機能 を十分 に代 行す るこ とがで きるであろ う。

人間の五感に相 当す るい くつ かの専用 計算機 と、それ らを統 合 して判断 を行 な う制御用計算機 とか

らな る一群の電子 計算機 システム を、人間の頭脳の一つの モデル と考え る と、将 来の電子計 算機 の も

つ 役割 もおぼ ろげなが ら分 るよ うな気 が して くる。

以上 は私個 人のつ まらぬ しろ うと考えであ るが 、こん なこ とを考えて いる と、電 子計算機 の これか

らの発展 とそれに よる世 の 中の変化 な どが ます ます 興味深 く期待 され る。


